
仙台市における震災廃棄物等の
処理の概要について

平成24年12月3日
仙 台 市
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★浸水地域の状況

◎津波による浸水地区
世帯数： 8,086世帯
面積 ： 4,633ｈａ

A地区（概ね家屋流
出・1階天井まで浸水

したと見られる区域）

C地区（概ね床上浸水が見

られる区域）

B地区（概ね床上1m以上

の浸水とがれきの建物内
流入が見られる区域）

D地区（概ね床下浸

水が見られる区域）

仙台市

宮城県

（１）発生量

○震災廃棄物発生量は135万トン，

津波堆積物は130万トンと推計

（２）目標

○発災から１年以内の撤去完了，

３年以内の処理完了

（３）処理の特徴

①①『『自己完結型自己完結型』』の処理の処理 ･･････ 仙台市域内で処理完結仙台市域内で処理完結

②一次・二次仮置き場を一元化した②一次・二次仮置き場を一元化した『『搬入場搬入場』』

（中間処理場）を整備（中間処理場）を整備

⇒迅速処理，生活環境の保全，処理費用の低減⇒迅速処理，生活環境の保全，処理費用の低減

③地元業者への発注③地元業者への発注 ⇒⇒ 地域の復旧を地域経済の地域の復旧を地域経済の

復興へ繋げる復興へ繋げる

＜仙台市の震災廃棄物の処理方針＞
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津波浸水区域の流出家屋の棟数，解体・除去が見込まれる被災家屋の棟数，
地震被害等により解体・除去が見込まれる被災家屋の棟数などから推計

発生総量
内 訳

品 目 等 発 生 量

約135万トン

コンクリート・アスファルトくず 61万トン

木くず 24万トン

金属くず 2万トン

瓦・石膏ボード等 6万トン

その他の可燃物（廃プラ，粗大） 7万トン

その他の不燃物（粗大） 3万トン

公共施設から発生するがれき等 31万トン

被災自動車（約9,700台） 1万トン

その他 津波堆積物（土砂など） 130万トン

＜震災廃棄物等の発生量＞
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１．震災廃棄物・津波堆積物の処理フロー

10種類以上に細分別後一時保管

震災廃棄物135万トン

が れ き 搬 入 場

市埋立処分場

可燃物

仮設焼却炉

不燃物

リサイクルリサイクル
5050％以上％以上

市内民間
埋立処分場

津波堆積物130万トン

分別（資源物・可燃物・不燃物）後搬入

資源物

一時保管後

選別等再生処理

国・市公共事業国・市公共事業
有効活用有効活用

震災廃棄物と別に搬入
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3/11

5/16 仮設焼却施設の賃貸借契約締結

3/30 本格的な処理開始本格的な処理開始

3/30 人命救助に係るがれき等撤去開始⇒6月終了震
災
廃
棄
物
等

搬
入
場
整
備

3/12 搬入場の用地の選定・確保着手
3/26 搬入場の造成・整備着手

3/30 搬入場受入開始

4/224/22

4/1 仮設焼却施設の設置決定

10/1 蒲生・井土搬入場稼動

4/22 宅地内がれき等撤去開始⇒7月終了

7/1 農地内がれき等撤去開始⇒12月終了

損
壊
家
屋
等

5/23 損壊家屋等解体・撤去申請受付開始⇒6/10着手

8/22 損壊ブロック塀の解体・撤去申請受付開始⇒9/26着手

4/22 全搬入場受入開始

10/110/1がれき等撤去開始がれき等撤去開始

12/1 荒浜搬入場稼動

12/1 枯死木の伐採・撤去申請受付開始
⇒12/19着手

震災廃棄物処理の経緯①
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1月 搬入場の原状復旧工事開始搬入場の原状復旧工事開始

震
災
廃
棄
物
等

搬
入
場
整
備

77月月

損
壊
家
屋
等

1010月月石巻ブロックがれき処理開始石巻ブロックがれき処理開始

震災廃棄物処理の経緯②

1/31 枯死木の伐採・撤去申請受付終了
⇒5/31伐採完了

3/31 津波堆積物の撤去完了

平成24年

7/27 石巻ブロックの木くず等可燃物の

受入処理開始

10月 蒲生搬入場の原状復旧工事開始

7/3 海岸防災林事業への再生利用開始

津波堆積物の再生利用

7/25 海岸堤防事業への再生利用開始

4/1 損壊家屋等解体・撤去申請期間を延長（9月28日まで）

平成23年度に引き続き，震災廃棄物の処理・リサイクルを実施
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２．がれき搬入場の整備・運用状況

井土搬入場

荒浜搬入場仮設焼却炉

○一次・二次仮置き場を一元化した搬入場を東部沿岸地区に３箇所整備

⇒ 各搬入場内に仮設焼却炉等を設置し，がれき等を迅速に処理・安定化

蒲生搬入場
○33.1ha（H23.3.30供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 90t／日
（H23.10.1稼動）

： 仮設焼却施設設置場所

荒浜搬入場
○31.8ha（H23.4.22供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 300t／日
（H23.12.1稼動）

井土搬入場
○38.5ha（H23.4.15供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 90t／日
（H23.10.1稼動）

蒲生

仙台駅

仙台市役所

全体位置図

荒浜

井土

蒲生搬入場
○33.1ha（H23.3.30供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 90t／日
（H23.10.1稼動）

： 仮設焼却施設設置場所

荒浜搬入場
○31.8ha（H23.4.22供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 300t／日
（H23.12.1稼動）

井土搬入場
○38.5ha（H23.4.15供用開始）
○仮設焼却炉処理能力 90t／日
（H23.10.1稼動）

蒲生

仙台駅

仙台市役所

全体位置図

荒浜

井土

平成24年8月1日撮影
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○環境への配慮・安全の確保

・アスベスト対策 ･･･ アスベスト含有廃棄物等の密封保管，
全市域でモニタリング・公表，立入調査

・土壌汚染防止対策 ･･･ アスファルト舗装・遮水シート敷設

・放射性物質の測定

空間放射線量（平成23年7月～）
⇒ 各搬入場の敷地境界の測定値 0.03～0.12μSv/h

･･･ 市街地と大きな違いなし

放射能濃度（平成23年10月～）
⇒ 各搬入場の主灰の測定値 34～320Bq/kg，飛灰の測定値 300～1,380Bq/kg

･･･ 埋立基準の8,000Bq/kg以下を大幅に下回る

２．がれき搬入場の整備・運用状況
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○震災廃棄物の分別状況（蒲生搬入場）

金属くず
⇒ 売却

木くず
⇒ ボイラー燃料等としてリサイクル

コンクリートくず
⇒ 土木資材としてリサイクル

２．がれき搬入場の整備・運用状況
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被災自動車
⇒ 所有者に対して引渡し等の意向を
確認後引渡しまたはリサイクル

アスファルト敷設

廃家電４品目
⇒ メーカー等指定引取場所に運搬後
リサイクル

遮水シート敷設

畳
⇒ ＲＰＦ燃料としてリサイクル

２．がれき搬入場の整備・運用状況
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３．震災廃棄物等の処理の進捗状況（平成24年11月15日現在）

（１）震災廃棄物等の撤去

○損壊家屋等の公費解体を除き完了

（２）震災廃棄物の処理・リサイクル

○ほぼ全品目の処理・リサイクル着手済み

○処理・リサイクル済み量63.7万トン（処理22.5万トン／リサイクル41.2万トン）

○発生量に対する処理・リサイクル済み率処理・リサイクル済み率4747％％

1833,7541,794939
申請11,006
完了 9,476

公費伐採事後精算公費解体事後精算公費解体

枯死高木ブロック塀損壊家屋等

表 損壊家屋等の解体・撤去の状況
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3月 9月 3月 9月 3月

6月　リサイクル開始
　　　（金属くず）
8月　最終処分開始
　　　（廃石膏ボード）

10月～仮設焼却炉による
本格的な処理開始

処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
済
み
率

平成24年度末
処理・リサイクル済み率（見込み）

70％以上

7月　コンクリートくずの
公共事業における有効活用開始

処理・リサイクル済み率
47％

（平成24年11月15日現在）

○震災廃棄物の処理・リサイクル済み率の推移

３．震災廃棄物等の処理の進捗状況（平成24年11月15日現在）

平成23年度 平成24年度 平成25年度発災
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○受入対象地域
石巻ブロック（石巻市，東松島市，女川町）

○がれきの性状
木くず等を中心とした可燃物

○受入予定量
最大10万トン

○受入開始日
平成24年7月27日

○処理方法
がれき搬入場※にて受け入れ，本市のがれきと並行

して焼却から最終処分まで一貫して処理
（10月から1,500t／週 受け入れ）
※平成25年1月からは既設の清掃工場においても受入予定

○処理済み量
1.91.9万トン万トン

（３）市域外のがれき受入れ

がれきの受入状況（蒲生搬入場）

市域外がれき受入れ地域説明会

（平成24年7月 岡田，六郷，七郷地区）

３．震災廃棄物等の処理の進捗状況（平成24年11月15日現在）



14

３．震災廃棄物等の処理の進捗状況（平成24年11月15日現在）

（４）津波堆積物等の再生利用
○対象

・津波堆積物 79万m3（122万トン）

・コンクリートくず※ 33万m3（83万トン）

※民間リサイクル済みの7万m3を除く。

表 津波堆積物等の再生利用計画

112万m341万m371万m3計

33万m36万m327万m3ｺﾝｸﾘｰﾄくず

79万m335万m344万m3津波堆積物

計国公共事業市公共事業

再生利用量

○再生利用先
・国（海岸防災林事業・海岸堤防事業）
平成平成2424年年77月に着手月に着手済み

○再生利用量
津波堆積物津波堆積物 18.018.0万トン，コンクリートくず万トン，コンクリートくず 8.98.9万トン万トン

・市（海岸公園事業・かさ上げ道路事業）
平成26年度以降に事業実施予定のため，海岸公園

用地内に再生処理した津波堆積物等を当面保管する

○再生利用方法
不用物の除去等必要な処理を行い，

安全性を確認後，国・市の公共事業の
盛土材として活用する

津波堆積物の処理状況

ｺﾝｸﾘｰﾄくずの処理状況



４．今後の取り組み

○震災廃棄物等処理の工程表

・搬入場原状復旧

再生処理

撤去

・津波堆積物

処理

撤去

・震災廃棄物

リサイクル

焼却

平成25年度平成24年度平成23年度

平成25年3月完了予定

平成24年3月完了

7月 宅地内のがれき撤去完了

平成25年12月完了予定

平成25年秋ごろ完了予定

平成25年12月完了予定

10月 仮設焼却炉稼動開始

6月 金属くずの売却開始

7月 国の海岸堤防，海岸防災林事業による再生利用開始

平成26年3月完了予定
15

12月 農地内のがれき撤去完了
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４．今後の取り組み

東部沿岸地区の復興事業へと円滑に引き継ぐため，東部沿岸地区の復興事業へと円滑に引き継ぐため，

次の事項を目標として，次の事項を目標として，

引き続き震災廃棄物等の迅速かつ適正な処理等に努める引き続き震災廃棄物等の迅速かつ適正な処理等に努める

○復興事業の再生資材等として○復興事業の再生資材等として

震災廃棄物等の更なるリサイクルを目指す震災廃棄物等の更なるリサイクルを目指す

○石巻ブロックのがれ○石巻ブロックのがれきをきを含む震災廃棄物等の処理について，含む震災廃棄物等の処理について，

平成平成2525年内を目途に完了する年内を目途に完了する

○平成○平成2626年年33月までに全ての搬入場を原状復旧する月までに全ての搬入場を原状復旧する


